
公益社団法人東京都診療放射線技師会

表彰規程

第１章 総 則

（総 則）

第 1 条 この規程は、公益社団法人東京都診療放射線技師会（以下、「この法人」という。）の行う表彰

および叙勲及びその他の団体表彰候補者の推薦に関し必要な事項を規定する。

（目 的）

第 2 条 この規程は、会員等の会務への功績及び診療放射線技術の発展に寄与し、保健衛生の向上

に対する顕著な実績を称えるために基準を明確にするとともに、その推薦を公正かつ円滑に行

うことを目的とする。

第 2章 表 彰

（表彰区分）

第 3 条 この法人は、顕著な功績又は模範として推奨するに価する業績若しくは徳行のあつた者を表彰

することができる。

2 この法人の正会員で、次の各号の 1 つに該当する者は、本規程により表彰することができる。

(1) 特別功労賞

この法人の発展に貢献し、その功績が顕著であった者のうち、次の各号に該当する者

ア 30 ヶ年以上放射線業務に精励し、かつ、会費、負担金等を引続き 25 ヶ年以上完納してい

る者

イ この法人の会長、副会長に就任または委員長等に 10 ヶ年以上就任し、会務に精励した者

ウ  同一又は同種の功績により、表彰を受けていない者

(2) 功労賞

この法人の発展に貢献し、その功績が顕著であった者のうち、次の各号に該当する者

ア 20 ヶ年以上放射線業務に精励し、かつ、会費、負担金等を引続き 15 ヶ年以上完納してい

る者

イ この法人の委員長等に 5 ヶ年以上就任、または委員長等への就任歴を有し委員等と合わ

せて 15 ヶ年以上就任し、会務に精励した者

ウ 同一又は同種の功績により、10 年以内に表彰を受けていない者

(3)善行賞

医療保健衛生並びに社会福祉事業等に献身精励し、次の各号に該当する者

ア 人命救助など、他の模範となる善行のあった者

(4) 奨励賞

放射線技術に関する研究、発明及び考案等を行ない次の各号のいずれかに該当する者

ア この法人の助成をうけて研究を行い、その業績の著しい者



イ 特許法に基づく発明又は考案を行い、その業績の著しい者

ウ 学術的な研究発表を行い、その発表が優れている者を学術奨励賞とする

エ 前号の内、発表者が診療放射線技師の資格取得後 5 ヶ年未満の者を新人奨励賞とする

(5) 小野賞

この法人の活動、地域医療に多年にわたり功労があり、各委員会より推薦された次の各号に該

当する者とし、推薦は委員会から原則 1 名とする。

ア 10 ヶ年以上放射線業務に精励し、かつ、会費、負担金等を引き続き 10 ヶ年以上完納して

いる者

イ この法人の委員等に引き続き 6 ヶ年以上就任し、会務に貢献した者

(6) 労働精励賞

次の各号に該当する者

ア 20 ヶ年以上放射線業務に精励し、かつ、会費、負担金等を引続き 15 ヶ年以上完納してい

る者

(7) 感謝状

この法人の発展等に尽力し、その業績が優良で、他の模範と認められる個人および団体で、次

の各号のいずれかに該当する者

ア この法人に関する事業（各委員会等開催は除く）に、本会趣旨賛同し尽力した個人および

団体

イ 理事会が必要と認めた個人及び団体

（適用範囲）

第 4 条 この規程は、この法人に所属するすべての会員および関係する団体、個人に適用する。

（表彰の選考）

第 5 条 表彰者の選考は、理事会の承認を得て決定する。

（表 彰）

第 6 条 表彰は定期総会において行う。

2 前項のほか特別必要のある場合は、その都度行うことができる。

3 第 3 条を満足し、物故者となった者については、前項により表彰することができる。

4 表彰は表彰状を授与して行うものとする。

5 前項の表彰状に副賞を添えることができる。

6 表彰を受けた者の氏名又は名称及び事績の概要は、この法人の会誌に掲載して公表する。

第 3章 表彰委員会

（表彰委員会）

第 7 条 第３条に定める表彰候補者の審査及び叙勲、各種団体表彰等の推薦の選考を行うため、表彰

委員会をおく。

2 表彰委員会は第 8 条より選任された委員をもって構成する。



（表彰委員の選出）

第 8 条 表彰委員会は会長の指名にて委員を選定し、理事会の承認を得なければならない。

2 表彰委員長は、委員の互選で決定する。

3 表彰委員の任期は、選任後 2 年以内に終了する事業年度の 3 月 31 までとする。

（候補者の審査）

第 9 条 第 12 条及び第 13 条の申請候補者は、第 7 条に定める委員会が審査し、本人の同意を得なけ

ればならない。

2 委員会の指名を受けた候補者は、所定の書式に従い申請に要する書類を作成し、速やかに委

員会に提出しなければならない。

3 この規程による推薦者は、所定の申請書類に会長の推薦を添付するものとする。

4 委員会より指名を受けた者であっても、申請の候補者を辞退することができる。 この場合は、速

やかに理由を付した辞退届を委員会に提出するものとする。

第 4章 表彰手続

（表彰候補者等の推薦）

第 10 条 理事および各委員長は、第３条に定める表彰の区分に該当する表彰候補者があるときは、その

事績を精査し、必要書類を添えて会長に内申することができる。

2 推薦は、第３条第 2 項第 4 号奨励賞および第 6 号労働精励賞を除き、各表彰項目に対して原

則１名とする。

（提出書類）

第 11 条 前条に定める内申をする場合は、所定の審査票（表彰様式１）、功績調書（表彰様式２）および

必要な場合は参考となる資料を添付しなければならない。

第 5章 叙勲及び各種団体表彰

（叙勲の対象）

第 12 条 叙勲申請の候補者は次の各号に該当する者とする。

(1) この法人の正会員で、放射線業務に 35 ヶ年以上従事し、引続き 20 ヶ年以上会費を完納し

た者であって、かつ、この法人の名誉を毀損する等の行為がない者

(2) この法人の発展に顕著な功績のあった者で、前号に該当する者

(3) 放射線技術の向上発展に寄与する研究、発明、考案および発見を行った者で第 1 号に該

当する者

(4) きわめて困難な条件のもとで放射線業務に従事し、保健衛生向上に寄与した者で、第 1 号

および第 2 号に該当する者

(5) 「春秋叙勲及び賜杯候補者推薦要領」に該当する者

（各種団体表彰候補者の推薦）



第 13 条 各種団体表彰候補者の推薦は次の各号に該当する者とする。

(1) 病院、研究所等の施設において放射線業務に精励し、人格高潔な者であって、かつ、この

法人の名誉を毀損する行為がない者

(2) この法人の正会員であり、引き続き 10 ヶ年以上在籍し会費を完納した者であること

(3) 当該団体の表彰規程等に該当する者であること

第 6章 規程の改廃

(改 廃)

第 14 条 この規程の改廃は、理事会の決議によるものとする。

附  則

1 この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団

法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 106 条第 1 項に

定める公益法人設立の登記の日から施行する。

2 この規程は、平成 24 年 5 月 26 日改正、施行する。

3 この規程は、平成 26 年 12 月 6 日改正、施行する。

4 この規程は、平成 29 年 6 月 18 日改正、施行する。

5 この規程は、令和 3 年 1 月 7 日改正、施行する。


